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江府町の人口

（2日28日現在）

世帯数1242世帯
人　口　4朋1人
（前月比　9人増）
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い
っ
ぱ
い
の
思
い
出
を
胸
に

保
育
園
卒
園
式

♪
い
つ
の
こ
と
だ
か
思
い
出
し
て
ご
ら

ん
、
あ
ん
な
こ
と
こ
ん
な
こ
と
、
あ
っ

た
で
し
ょ
う
。
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
、

お
も
し
ろ
か
っ
た
こ
と
、
い
つ
に
な
っ

て
も
わ
す
れ
な
い
…
♪

三
月
二
十
七
日
、
子
供
の
国
保
育
園

で
卒
園
式
が
行
わ
れ
、
四
十
六
人
の
チ

ビ
ッ
コ
た
ち
が
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

家
族
の
側
を
は
な
れ
て
は
じ
め
て
の

集
団
生
活
に
入
園
当
初
は
親
も
子
供
た

ち
も
と
ま
ど
い
が
ち
で
す
。
長
い
子
供

た
ち
に
な
る
と
三
年
間
の
保
育
園
生
活

と
お
別
れ
…
遊
び
の
中
で
た
く
さ
ん
の

友
達
も
で
き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
行

事
も
あ
っ
て
楽
し
い
思
い
出
も
い
っ
ぱ

い
で
す
。

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
と
記
念
品
を
手

に
保
育
園
を
と
び
出
し
て
い
く
子
供
た

ち
は
、
す
っ
か
り
た
く
ま
し
く
な
っ
て

ど
の
顔
も
自
信
に
あ
ふ
れ
て
輝
い
て
み

え
ま
す
。

さ
あ
…
い
よ
い
よ
四
月
か
ら
は
、
小

学
校
一
年
生
で
す
。
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四角形
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交
通
安
全
教
育
は
ま
ず
家
庭
か
ら

新
入
学
（
園
）
児
の
交
通
安
全

も
う
す
ぐ
新
学
期
…
…

新
入
学
（
園
）
児
を
お
も
ろ
の
ご
家
庭
で
は
、
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま

せ
な
が
ら
、
何
か
と
準
備
に
お
忙
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

入
学
準
備
の
な
か
で
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
お
子
さ
ん
に
対

す
る
交
通
安
全
教
育
で
す
。

町　　報江　　府第206号一

大
人
と
ち
が
う
行
動
パ
タ
ー
ン

子
供
は
、
大
人
に
は
考
え
ら
れ
を

い
よ
う
を
行
動
に
出
る
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
か
ら
子
供
の

生
命
を
守
る
に
は
、
子
供
特
有
の
行

動
パ
タ
ー
ン
を
理
解
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
一
般
的
な
子
供
の
行
動
特

性
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
を
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

子
供
が
正
し
く
理
解
で
き
る
よ
う

教
え
方
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
つ
の
こ
と
に
夢
中
に
な
る
と

周
囲
の
こ
と
が
目
に
入
ら
な
く

な
る

い
っ
た
り
す
る
と
、
車
の
通
る
の
も

忘
れ
て
走
り
出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

手
を
挙
げ
る
と
ク
ル
マ
は
必

ず
止
ま
っ
て
く
れ
る
　
－
　
と

い
っ
た
よ
う
に
物
事
を
単
純

に
し
か
理
解
で
き
な
い
と
こ

ろ
が
あ
る

車
は
急
に
は
止
ま
れ
ま
せ
ん
。
手

を
挙
げ
て
道
路
を
渡
る
よ
う
に
教
え

る
と
、
子
供
は
「
手
を
挙
げ
れ
ば
車

は
す
べ
て
止
ま
っ
て
く
れ
る
」
と
単

純
に
思
い
込
み
が
ち
に
そ
り
ま
す
。

「
危
な
い
よ
」
「
注
意
し
て
ね
」

と
い
っ
た
抽
象
的
な
言
葉
で
は

よ
く
理
解
で
き
な
い

物
陰
で
遊
ぶ
傾
向
が
あ
る

お
母
さ
ん
が
道
路
の
反
対
側
に
い

る
の
を
見
つ
け
た
り
、
遊
ん
で
い
た

ボ
ー
ル
を
ど
が
車
道
に
こ
ろ
が
っ
て

〃
飛
び
出
し
〃
は
を
ぜ
危
を
い
か
、

止
ま
っ
て
い
る
自
動
車
の
下
や
後
で

遊
ぶ
の
が
ど
う
し
て
危
険
を
の
か
、

言
葉
で
注
意
す
る
だ
け
で
を
く
、
具

体
的
に
〝
現
場
〃
で
教
え
ま
し
ょ
う
。

そ
の
時
々
の
気
分
に
よ
っ
て

行
動
が
変
わ
る

子
供
は
、
喜
怒
哀
楽
が
そ
の
ま
ま

行
動
に
表
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の

た
め
、
身
の
周
り
の
こ
と
に
対
す
る
注

意
力
が
散
漫
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

子
供
は
、
自
動
車
の
そ
ば
や
ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
の
中
に
入
っ
て
遊
ん
だ
り

す
る
こ
と
が
好
き
で
す
。
物
陰
な
ど

で
遊
ぶ
と
、
運
転
者
を
ど
が
気
づ
か

な
い
こ
と
が
多
い
の
で
た
い
へ
ん
危

険
で
す
。

一
応
の
交
通
ル
ー
ル
は
理
解
で

き
て
も
、
応
用
動
作
が
で
き
な

い
こ
と
が
多
い

い
つ
も
の
通
学
路
で
は
信
号
を
き

ち
ん
と
守
り
、
横
断
歩
道
を
正
し
く

渡
れ
て
も
、
別
の
道
路
で
は
、
そ
れ

が
で
き
を
い
こ
と
が
多
い
。

よ
し
あ
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
大

人
や
年
上
の
子
の
マ
ネ
を
す
る

大
人
が
、
黄
信
号
を
の
に
走
っ
て

渡
っ
た
り
す
る
と
、
子
供
は
マ
ネ
を

し
ま
す
。
大
人
の
ル
ー
ル
違
反
は
子

供
の
交
通
安
全
の
し
つ
け
に
良
く
な

い
影
響
を
与
え
ま
す
。

通
園
・
通
学
時
の

交
通
安
全
に

気
く
ぼ
り
を

交
通
安
全
母
の
全

会
長
門
田
久
子
さ
ん
計

桜
の
季
節
と
共
に
、
保
育
園
、

小
学
校
と
新
入
児
を
迎
え
、
日
常

生
活
の
な
か
で
、
特
に
通
園
、
通

学
時
の
交
通
安
全
に
は
、
気
く
ぼ

り
の
必
要
を
時
で
す
。
正
し
い
交

通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
の

は
、
家
庭
で
あ
り
、
母
親
の
役
割

り
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
通
学
道
、

日
常
生
活
道
を
ど
、
親
子
共
に
安

全
を
確
認
し
を
が
ら
現
場
を
歩
い

て
体
で
お
ぼ
え
さ
せ
る
努
力
も
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
通
学
道
で
の

悪
ふ
ざ
け
を
目
に
し
ま
す
。
あ
ぶ

を
い
／
と
思
わ
ず
口
に
出
し
て
注

意
し
ま
す
。
事
故
に
つ
な
が
る
行

為
は
極
力
さ
け
る
よ
う
に
、
社
会
、

家
庭
、
母
親
で
目
を
光
ら
せ
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
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道
路
交
通
法
の
一
部
改
正

駐
車
違
反
に
は
厳
し
い

措
置
が
と
ら
れ
ま
す

増
え
る
自
動
車
台
数
と
運
転
免
許
人
ロ
　
ー
　
こ
の
数
と
同
じ
よ
う
に
、

交
通
事
故
は
こ
こ
数
年
増
加
し
、
交
通
事
故
死
者
も
五
年
連
続
し
て
九
千

人
を
突
破
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
交
通
事
故
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、

交
通
の
流
れ
を
妨
げ
る
違
法
駐
車
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
交
通
違

反
等
に
対
す
る
罰
金
や
反
則
金
の
額
は
、
最
近
の
物
価
水
準
な
ど
に
比
べ

著
し
く
低
い
た
め
、
違
反
行
為
を
防
止
す
る
機
能
が
低
下
し
て
い
る
こ
と

も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

交
通
事
故
を
減
ら
し
、
安
全
な
交
通
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
昨
年
、
道

路
交
通
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
主
な
改
正
点
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

駐
車
違
反
ス
テ
ッ
カ
ー
を

勝
手
に
は
が
す
と

処
罰
さ
れ
ま
す

駐
車
違
反
を
し
て
は
ら
れ
た
ス
テ

ッ
カ
ー
を
勝
手
に
破
っ
た
り
、
取
り

除
く
と
処
罰
（
二
万
円
以
下
の
罰
金

ま
た
は
科
料
）
さ
れ
ま
す
。

駐
車
違
反
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
は
ら

れ
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
車
を
移

動
し
、
最
寄
り
の
警
察
官
に
申
し
出

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ス
テ
ッ
カ

ー
は
、
そ
の
際
警
察
官
が
は
が
し
ま

す
。違

法
駐
車
車
両
の
レ
ッ

カ
ー
移
動
が
活
発
に
行

わ
れ
ま
す

交
通
の
妨
げ
に
な
り
、
危
険
を
生

じ
さ
せ
る
違
法
駐
車
車
両
は
、
速
や

か
に
移
動
さ
れ
ま
す
。
移
動
に
つ
い

て
は
、
公
安
委
員
会
の
指
定
し
た
公

益
法
人
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
在
り
ま
す
。

罰
金
・
反
則
金
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す

罰
金
が
二
倍
、
反
則
金
は
約
一
・

五
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
梓
に

駐
停
車
違
反
に
対
す
る
反
則
金
に
つ

い
て
は
、
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。交

通
反
則
通
告
制
度

（
青
切
符
）
の
適
用
範
囲

が
拡
大
さ
れ
ま
す

交
通
反
則
通
告
制
度
と
は
、
交
通

違
反
行
為
の
う
ち
、
比
較
的
軽
い
も

江尾駐在所が新しくなりました

＊山や川の自然に恵まれ

た快適な町
ん（巡査部長）小宮山秀書き

この度、倉吉警察署から江尾駐在所に

まいりました。

木の香り新たを駐在所に入らせて頂き

家族共々喜んでおります。これも町長さ

んを始め町民の皆様の御尽力の賜と感謝

すると共に、紙上をお借りして厚く御礼

申し上げます。

こちらは、手刀めての勤務地で、正直を

ところ、地図で見て初めて知った様を訳

です。

江府町は、山や川等自然に恵まれ、住

民の方も親切にして下さいますし、すぼ

らしいところだと喜んでいます。

地理等に慣れるまで、いろいろ御迷惑

をかけることと思いますが、一日も早く

住民の方々にとけこみたいと思っていま

す。

菓斤しい駐在所の手刀代ということで＼重責

ですが、安全でり快適壬生子吉ができるよう

微力ですが一生懸命がんばる所存でござ

いますので、御支措、ご協力の程よろし

くお隣い致します。

の
　
（
反
則
行
為
と
い
う
）
　
に
つ
い
て

一
定
期
間
内
に
郵
便
局
や
銀
行
に
定

額
の
反
則
金
を
納
め
れ
ば
、
裁
判
所

の
審
判
を
受
け
告
い
で
事
件
が
処
理

さ
れ
る
も
の
で
す
。

今
回
の
法
律
改
正
で
、
過
去
一
年

以
内
に
反
則
行
為
を
し
て
免
許
停
止

処
分
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

特
定
の
反
則
行
為
の
場
合
は
、
交
通

反
則
通
告
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
時
速
二
五
キ
ロ
以
上
三
〇

キ
ロ
未
満
の
ス
ピ
ー
ド
違
反
に
つ
い

て
も
こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

行
政
処
分
の
基
礎
点
数

（
違
反
点
数
）
の
一
部
が

変
わ
り
ま
す

駐
停
車
違
反
（
駐
停
車
禁
止
場
所

等
）
の
違
反
点
数
が
二
点
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
時
速
二
五
キ

ロ
以
上
三
〇
キ
ロ
未
満
の
ス
ピ
ー
ド

違
反
の
違
反
点
数
が
三
点
に
な
り
ま

す
。

反　 則　 金

（普通自動車の場合）
違 反点数

駐 停 車 違 反

（駐停車禁止場所等）
12，00 0円 2 点

駐 停 車 違 反

（駐車禁止場所等）
10 ，00 0円 1・点
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・
鳥
取
県
造
林
コ
ン
ク
ー
ル
・

小
峰
　
繁
さ
ん

最
　
優
　
秀
　
賞

町　　報

母
子
父
子
家
庭

卒
業
生
七
人
を
激
励

三
月
二
日
、
土
井
之
内
会
館
で

こ
の
春
中
学
校
を
卒
業
す
る
母
子

父
子
家
庭
の
生
徒
七
人
を
励
ま
す

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
母
子
父
子
家
庭
と
い
う

ハ
ン
デ
ィ
を
の
り
こ
え
て
巣
立
っ

て
い
く
子
供
た
ち
に
、
井
上
町
長
、

来
賓
が
激
励
の
言
葉
を
述
べ
、
町

か
ら
「
膵
自
著
強
」
　
（
み
ず
か
ら

に
勝
つ
者
は
強
し
）
と
書
か
れ
た

町
長
自
筆
の
色
紙
と
記
念
品
、
日

野
郡
母
子
連
合
会
か
ら
つ
つ
じ
の

鉢
植
え
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
対
し
、
生
徒
を
代
表
し
て
、
久

代
智
恵
里
さ
ん
が
「
皆
さ
ん
の
激

励
に
報
い
る
よ
う
、
高
校
や
専
門
学

校
で
も
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
］

と
あ
い
さ
つ
。
記
念
撮
影
の
の
ち

町
母
子
会
奉
仕
の
昼
食
会
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

江　　府第206号

第
十
五
回
鳥
取
県
造
林
コ
ン
ク

ー
ル
　
（
幼
齢
林
手
入
れ
の
部
）
で

洲
河
崎
の
小
峰
繁
さ
ん
が
、
最
優

秀
賞
と
し
て
県
知
事
貴
並
び
に
国

土
緑
化
推
進
委
員
会
理
事
長
賞
を

受
賞
さ
れ
、
二
月
九
日
、
県
庁
で

開
催
さ
れ
た
鳥
取
県
緑
化
推
進
委

員
会
通
常
総
会
の
席
上
で
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
優
良
材

生
産
技
術
の
改
善
普
及
と
林
業
経

営
の
向
上
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
、

県
下
各
農
林
振
興
局
か
ら
推
せ
ん

さ
れ
た
優
秀
な
造
林
に
つ
い
て
審

査
、
最
優
秀
一
点
、
優
秀
三
点
が

表
彰
さ
れ
ま
す
。

ト
謝
辞
を
の
べ
る
久
代
智
恵
里
唐
紅

一
五
一
名
に
修
了
証
書

明
徳
学
園
修
了
式

三
月
二
十
六
日
、
明
徳
学
園
修

了
式
が
土
井
之
内
会
館
で
行
わ
れ

高
等
科
修
了
（
八
年
間
習
得
）
八

名
、
普
通
科
修
了
（
四
年
間
習
得
）

七
名
を
含
む
一
五
一
名
に
修
了
証

書
が
手
渡
さ
れ
、
式
に
は
井
上
町

長
は
じ
め
来
賓
関
係
者
ら
が
出
席

し
て
祝
辞
を
の
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
修
了
生
を
代
表
し
て
自

治
会
長
川
崎
仁
さ
ん
が

「
今
日
の
社
会
は
、
経
済
的
志

向
に
過
ぎ
、
国
際
化
、
情
報
化
の

渦
ま
く
中
に
あ
り
、
私
達
の
学
ぶ

べ
き
課
題
の
多
い
こ
と
、
と
も
に

憂
う
べ
き
事
象
や
悲
し
む
べ
き
心

の
問
題
も
多
く
、
こ
れ
ら
に
対
応

し
て
人
生
を
全
う
す
る
た
め
、
更

に
一
層
の
努
力
を
要
す
る
こ
と
を

痛
感
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
更

▲理事長から修了証書をうける学園生

に
ご
教
示
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま

す
止
と
あ
い
さ
つ
。

式
終
了
後
は
、
恒
例
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
今
年
は
、

う
ぐ
い
す
会
が
正
調
安
来
節
を
披

露
し
ま
し
た
。

町
長
日
誌

二

　

月

2
日
㈲
　
新
年
度
予
算
査
定

3
日
㈹
　
洲
河
崎
老
人
ク
ラ
ブ
祝

賀
会
、
大
山
山
ろ
く
開

5　　　4

日　へ一　日

（木）（水）
′　　　（

拓
事
務
所
長
来
庁

広
島
出
張

中
国
横
断
自
動
車
道

陳
情
会

6
日
働

7
［
ロ
十
レ

1
2
日
㈹

1
3
日
働

西
ノ
島
町
交
歓
ス
キ
ー

教
室
、
町
内
弔
問

米
沢
財
産
区
委
員
会

中
国
電
力
㈱
役
員
送
別

会
、
新
町
一
丁
目
荒
神

神
楽
、
西
ノ
島
町
交
歓

ス
キ
ー
教
室
閉
講
式

江
府
町
同
和
教
育
研
究

集
会

町
議
会
議
員
全
員
協
議

会
、
西
部
町
村
長
会
、

下
蚊
屋
ダ
ム
打
合
せ
会

岡
山
農
政
局
建
設
部
長

来
庁

下
蚊
屋
ダ
ム
打
合
せ
会

大
河
原
部
落
役
員
来
庁

森
林
組
合
役
員
会
、
米

子
女
子
短
大
設
立
促
進

協
議
会

1
4
日
用
　
町
婦
人
会
役
員
一
泊
研

修

Soumu
四角形
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た
だ
い
ま
一
二
二
組

時
間
も
た
っ
ぷ
り
あ
っ
て
…
と
好
評

クソロてめこを
■

■

■

′祈

打撲
▲永遠にこの幸せを

に灯をともす

結
婚
式
を
ふ
る
さ
と
の
自
然
の

中
で
と
、
国
民
宿
舎
山
荘
甘
酒
茶

屋
で
結
婚
式
を
挙
げ
た
カ
ッ
プ
ル

は
、
こ
の
三
月
で
一
一
三
組
。

都
会
的
を
設
備
の
都
市
の
結
婚

式
場
に
は
と
て
も
及
び
ま
せ
ん
が

時
間
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
ゆ

っ
く
り
と
過
ご
せ
る
こ
と
、
費
用

も
都
市
部
に
比
べ
て
割
り
安
で
あ

る
こ
と
か
ら
好
評
で
、
近
年
、
年

〓
「
三
組
の
結
婚
式
が
行
わ
れ

⑳

て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
白
煙
な
ど
の

都
会
的
ム
ー
ド
に
は
か
け
ま
す

が
、
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
、
相

々
傘
の
お
色
直
し
、
ケ
ー
キ
入
刀

を
ど
ひ
と
通
り
の
演
出
は
、
希
望

に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。
を
な
か
ま

ど
の
記
念
植
樹
も
恒
例
に
在
り
ま

し
た
。

年
々
、
ご
う
華
に
、
派
手
に
在

る
結
婚
式
の
一
回
の
経
費
は
数
百

万
と
い
わ
れ
る
時
代
で
す
が
、
自

分
た
ち
の
結
婚
式
を
ふ
る
さ
と
で

地
域
の
人
達
と
心
ゆ
く
ま
で
お
祝

で
き
る
…
そ
ん
を
と
こ
ろ
が
魅
力

に
在
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
相
談
や
申
し
込
み
は
直
接
甘
酒

茶
屋
℡
七
五
－
二
一
三
一
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
）

農林業貿料館
白銀のスロープから縁の高原に

衣がえの季節・…‥

冬季間は雪に埋もれて閉館され

る大平原の農林業資料館では4月

下旬からの開館にそをえ準備をは

じめます。この農林業資料館は、

江戸中期の庄屋で、江府町貝田に

あったものを昭和51年自然休養村

事業で移築、昭和54年に町指定有

形文化財として指定されました。

茸ふき屋根維持保存のため、3

月に入るといろりに火をたき、展

示物の手入れを行って春のおとづ

れを待っています。

この資料館には、400年以前も

の昔、使用されてきた農業用具、

生音舌用具が展示されており、機械

化が進むにつれて、忘れられよう

としている素朴を農村の暮らしを

伝えるものとして訪れる人たちに

喜ばれています。

▲いろり。火をたき、葺ぷ巻紙与ものを

1
6
日
㈲

1
7
日
㈹

1
8
日
㈹

1
9
日
㈲

軸
】
〓
∴

引
日
比

2
2
日
㈲

2
3
日
㈱

2
4
日
㈹

川
筋
地
区
水
道
会
議

県
地
域
林
業
協
議
会
育

成
協
議
会
（
鳥
取
市
）

日
野
町
江
府
町
日
南
町

衛
生
施
設
組
合
議
会
、

転
作
関
係
区
長
会
、
米

子
青
年
会
議
所
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
訪
問

（
榊
鮎
鯛
椚
錯
養
）

若
年
母
子
懇
談
会

武
庫
部
落
荒
神
神
楽

西
部
広
域
行
政
管
理
組

2
7
日
働

2
8
日
㈹

◇

合
正
副
管
理
者
会

東
京
出
張

ふ
る
さ
と
情
報
セ
ン

タ
ー
理
事
会
、
評
議

員
会
、
ま
ち
と
む
ら

交
流
促
進
協
議
会
役

員
会
、
第
三
十
九
回

全
国
過
疎
地
域
振
興

連
盟
理
事
会

森
林
組
合
研
修
会

◇
　
　
　
◇

職
員
の
異
動

へ
新
採
用
）

三
月
一
日
付

総
務
課
行
政
係

生
　
田
　
志
　
保
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昭
和
六
十
二
年
四
月
か
ら

年
金
受
給
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

ま
た
、
昭
和
六
十
年
度
の
年
金

受
給
者
に
支
払
わ
れ
た
金
額
は
、

次
表
の
と
お
り
で
す
。
江
府
町
だ

け
で
、
一
、
〇
八
八
件
、
三
億
五

五
五
〇
万
八
、
七
〇
〇
円
が
支
払

わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
の
全
国
平
均
消

費
者
物
価
指
数
の
上
昇
に
応
じ
て

昭
和
六
十
二
年
四
月
か
ら
年
金
額

が
特
例
的
に
〇
・
六
詫
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
現
在
受
給

さ
れ
て
い
る
年
金
額
も
四
月
一
日

か
ら
《
改
正
一
覧
表
》
の
と
お
り

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

町　　報江　　府

《改正一覧表≫

（昭和62年4月から）

現　行（月額）改正後（月額）

46，025円→46，300円

64，875円→65，258円

51，900円→52，208円

67，467円→67，867円

51，900円→52，208円

64，875円→65，258円

51，900円→52，208円

67，467円→67，867円

27，200円→27，400円

☆老齢　年金（21年納付）

☆障害　年金（1級）

☆　　〃　　（2級）

☆母子　年金（子1人）

☆老齢基礎年金

☆障害基礎年金（1級）

ク　　（2級）

☆遺族基礎年金（子1人）

☆老齢福祉年金

拠出年金受給権音数と年金額

老 齢 年 金 57 8件 188 ，83 9 ，500円

通算 老齢年金 12 8　 17 ，30 0 ，800

5　 年 年 金　 6 8　 21 ，8 14 ，4 00

障 害 年 金　 4 1　 26 ，40 7 ，0 00

母 子　 年　 金 15　 11 ，55 3 ，0 00

寡 婦 年　 金　 2　　　 525 、200

計　　　 83 2　 26 6 ，4 39 ，900

福祉年金受給権音数と年金額

老齢福祉年金 19 4件　 61 ，692 ，000 円

障害福祉年 金　 62　 27 ，376 ，800

計　　　 256　　 89 ，068 ，80 0

▽保健婦からひとこと▽

AIDS（エイズ）

ってなあに？

生
き
て
い
く
た
め
に
ど
う
し
て

も
必
要
を
体
の
抵
抗
力
が
壊
わ
さ

れ
て
し
ま
う
恐
し
い
病
気
で
す
。

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
と
も

い
い
ま
す
。

☆
エ
イ
ズ
に
な
っ
て
体
の
抵
抗
力

が
頓
さ
れ
る
と
…
…

重
い
肺
炎
に
か
ゝ
つ
た
り
あ
る

種
の
〃
が
ん
〃
に
侵
さ
れ
た
り
し
て

命
を
失
う
こ
と
に
在
り
ま
す
。

☆
エ
イ
ズ
の
原
因
は
…
…

エ
ィ
ズ
は
ウ
イ
ル
ス
　
（
エ
ィ
ズ

ウ
ィ
ル
ス
）
が
原
因
で
す
。

エ
ィ
ズ
は
傷
つ
い
た
皮
膚
や
粘

膜
に
ウ
ィ
ル
ス
を
も
っ
て
い
る
人

の
血
液
や
精
液
が
つ
く
こ
と
で
う

つ
り
ま
す
。

☆
エ
イ
ズ
は
簡
単
に
う
つ
る
の
？
‥

…
そ
ん
な
に
簡
単
に
は
う
つ
り
ま

せ
ん
。●

咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
、
空
気

を
介
し
て
う
つ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。●

お
し
ゃ
べ
り
や
握
手
な
ど
、

日
常
的
な
お
つ
き
あ
い
で
う
つ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
お
風
呂
や
ト
イ
レ
、
プ
ー
ル

で
も
う
つ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
食
器
や
食
べ
物
、
飲
み
物
を

介
し
て
も
う
つ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。●

つ
り
革
や
手
す
り
、
お
金
な

ど
で
う
つ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
職
場
や
学
校
を
ど
の
集
団
生
活

で
も
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

●
病
院
や
床
屋
、
美
容
院
を
ど

で
も
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

注
意
す
る
の
は
〝
性
的
接
触
〃

と
”
血
液
〃
　
に
よ
る
感
染
で
す
。

☆
心
配
な
あ
な
た
へ
…
…

保
健
所
（
根
雨
○
仝
九
七
千
〇
〇
四
一
）

衛
生
環
境
部
健
康
対
策
課
予
防
係

（
〇
八
五
七
－
二
千
七
喜
一
）
で
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

電
話
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
お

名
前
な
し
で
相
談
で
き
ま
す
。

心
配
を
ら
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
秘
密
は
必
ず
守
ら
れ
ま
す
。

西
部
地
区
－
鳥
大
附
属
病
院

山
陰
労
災
病
院

Soumu
四角形
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四角形



会長きん

母子会

会長　清水純子も

（本町4丁目）

昭
和
二
十
五
年
、
戦
争
未
亡
人

の
方
々
が
中
心
に
在
ら
れ
、
結
成

さ
れ
た
江
府
町
母
子
会
も
、
時
代

の
流
れ
と
共
に
、
福
祉
行
政
に
守

ら
れ
、
今
日
ま
で
継
続
さ
れ
て
参

り
ま
し
た
。

生
別
、
死
別
を
問
わ
ず
、
一
家

の
大
黒
柱
を
失
っ
た
私
ど
も
母
子

家
庭
は
、
様
々
な
生
活
苦
の
波
を

乗
り
越
え
て
ゆ
か
ね
ば
在
り
ま
せ

ん
。福

祉
行
政
の
窓
口
と
、
母
子
家

庭
を
結
ぶ
、
大
切
な
パ
ィ
プ
役
を

さ
せ
て
戴
く
の
が
、
母
子
会
で
す
。

私
ど
も
母
子
家
庭
の
く
ら
し
を

守
る
、
私
達
自
身
の
会
で
あ
る
事

を
御
理
解
い
た
だ
き
、
町
内
の
母

子
家
庭
の
お
母
様
方
全
員
が
、
母

子
会
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
会
員
一
同
お
待
ち
申
し
上

げ
て
い
ま
す
。

江　　府　　町　　報－昭和62年3月31日発行－第206号

☆4月から7，400円

国民年金保険料

国民年金の保険料が4月分から7，400円にをります。

（付加保険料を納めている方は400円高い7，800円です。）

納付がおくれると2ケ月分、3ケ月分まとめて納付

することにをり大変ですから毎月きちんと納めて下さ

い。

尚、前納されると定額7，400円×12月＝88，800円が

86，660円とをり、2，140円割引き、付加7，800円×12

‡譜表還誓ヲ1謂記言ごま誓㌘割引きにを。ま　㊥
自分の老後を守る大切を年金です。届出、納付共に

忘れることのをいようきちんと行って受給手続きが安

心してできるよう若いうちから心がけましょう。

町
で
は
家
庭
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ

の
減
量
化
対
策
と
焼
却
施
設
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、
各
家
庭
に
生

ゴ
ミ
処
理
容
器
の
設
置
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
設
置
さ
れ
た
場
合

は
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

み
を
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
申
込
み
先
　
江
府
町
農
協
パ
ル

○
補
助
の
対
象
と
在
る
期
間

四
月
十
日
か
ら
五
月
三
十
日

ま
で

㈱東京法規出版発行ミ健鷹是クイズミより

国
立
米
子
病
院

☆
検
査
の
た
め
に
献
血
す
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
…
…

献
血
の
血
液
は
、
病
気
の
人
の

た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
安
全
の
た

め
の
検
査
は
さ
れ
て
い
ま
す
。
で

も
、
少
し
で
も
心
配
を
血
液
は
入

ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

心配な人は、検査を受け

ましょう

㊧
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人の動き

届

へ
凰
鼠
嵐
サ
イ
ズ
」

ノ

〓
き
き
蓋
堅
＼
）

報

ロ
お
誕
生
お
め
で
と
う

江　　府　　町

栗柿

尾原

前
田
佳
代
子

二
心
長
女

空
腹
時
痛
…
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
の
典

型
的
を
症
状
で
、
み
ぞ
お
ち
（
上
腹
部
）
が

痛
む
の
が
特
徴
で
す
。
お
な
か
が
す
く
と

痛
む
の
は
、
胃
液
が
胃
壁
や
十
二
指
腸
壁

に
で
き
て
い
る
傷
口
を
攻
撃
す
る
た
め
で

す
。
痛
み
出
し
た
ら
、
牛
乳
や
ビ
ス
ケ
ッ

ト
な
ど
軽
い
も
の
で
も
飲
食
す
る
と
痛
み

が
お
さ
ま
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
早

め
に
医
師
の
診
断
を
。

G
O
T
、
G
P
T
…
肝
機
能
検
査
法
の

一
つ
で
す
。
G
O
T
は
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
オ

キ
サ
ル
酢
酸
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
の
欧

文
の
頭
文
字
を
と
っ
た
用
語
。
G
P
T
は

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ビ
ル
ビ
ン
酸
ト
ラ
ン
ス
ア

ミ
ナ
ー
ゼ
の
頭
文
字
。
2
つ
と
も
肝
細
胞

の
中
に
あ
っ
て
、
ア
ミ
ノ
酸
を
つ
く
る
の

を
う
な
が
す
酵
素
で
す
が
、
肝
細
胞
が
お

か
さ
れ
膜
が
破
れ
る
と
血
液
中
に
出
て
き

て
、
量
が
グ
ン
と
増
え
る
こ
と
か
ら
、
検

査
法
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
れ
て
い
ま
す
。

★
黄
色
腫
…
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
血
液
中

に
異
常
に
増
え
、
皮
下
に
沈
着
し
た
も
の
。

ふ
つ
う
は
上
ま
ぶ
た
な
ど
に
平
べ
っ
た
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
進
ん
で
く
る

と
ア
キ
レ
ス
腱
や
手
首
の
手
の
甲
側
の
腱

を
ど
に
硬
い
し
こ
り
や
帯
状
の
か
た
ま
り

を
つ
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
黄
色
腫
が

あ
ら
わ
れ
た
ら
、
動
脈
硬
化
の
疑
い
が
強

い
の
で
、
早
め
に
医
師
の
診
断
を
。

★
ネ
フ
ロ
ン
…
腎
臓
の
機
能
は
①
毛
細
管

が
糸
だ
ま
状
に
を
っ
た
糸
球
体
②
手
で
そ

れ
を
掘
る
よ
う
な
形
で
取
り
巻
い
て
い
る

袋
・
ポ
ー
マ
ン
○
③
そ
の
袋
に
源
を
発
し

腎
蓋
に
つ
を
が
る
パ
イ
プ
・
尿
細
管
、
こ
の

3
つ
か
ら
成
り
立
ち
、
1
つ
の
機
能
単
位

（
こ
れ
を
ネ
フ
ロ
ン
と
い
う
）
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ネ
フ
ロ
ン
が
約
1
2
万
個
集

っ
て
片
方
の
腎
臓
が
で
き
て
い
ま
す
。

★
ク
モ
膜
下
出
血
…
脳
は
頭
蓋
骨
に
保
護

さ
れ
、
さ
ら
に
硬
膜
、
ク
モ
膜
、
軟
膜
の
3

層
の
脳
膜
に
お
あ
わ
れ
て
い
ま
す
。
ク
モ

膜
下
出
血
は
、
こ
の
ク
モ
膜
と
軟
膜
と
の

闇
に
出
血
が
起
こ
る
脳
卒
中
の
一
つ
で
す
。

新
山
　
信
二
　
敦
也
二
男

□
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

「
あ

り
が

ご
ざ

昌
し
た
一

都
田
　
　
互

末
次

室加
藤

梅
林

柳
生

み

久琢和博は
美也枝之る
）　　　　　　　）　　　　　　　）

米
子
市

杉
谷
か
ら

佐米
川子
そ、市
b

武
庫

日
野
郡
日
南
町
か
ら

□
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

大
河
原
野
田
高
利
6
7
歳
勝
利
宅

宮
市
原
田
中
秀
樹
5

0
歳
豊
子
宅

二
月
中
寄
託
分

香
典
返
し
と
し
て

下
安
井
　
徳
岡
卓
史
殿

（
母
亀
子
様
ご
逝
去
）

貝
　
田
　
森
田
成
人
殿

（
母
あ
き
子
様
ご
逝
去
）

宮
市
原
　
田
中
豊
子
殿

（
ご
主
人
秀
樹
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

本
　
五
　
後
ち
よ
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

日
ノ
詰
　
中
尾
　
徹
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
五
　
大
江
眞
一
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
安
田
恭
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
四
　
八
横
藤
江
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
野
田
俊
恵
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
加
藤
　
寛
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

吉
　
原
　
清
水
正
人
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

棄
　
尾
　
末
次
照
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上
社
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

必
要
だ
か
ら
考
え
る

考
え
る
か
ら

新
し
い
も
の
が

生
ま
れ
る

蓋
義
行
受
払
報
告

1
、
一
月
末
累
計
額

四
百
十
六
万
三
千
七
百
一
円

2
、
二
月
中
寄
付
額

十
七
万
五
千
円

内
　
　
訳

香
田
返
し
　
七
万
円

快
気
祝
　
　
十
万
五
千
円

3
、
雑
　
人

頭
金
利
息
　
五
千
六
百
八
十
二
円

4
、
二
月
末
累
計
額

四
百
三
十
四
万
千
三
百
八
十
三
円

4
月
1
8
日
は

「
発
明
の
日
」
　
で
す

Soumu
四角形

Soumu
四角形


